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エヌエヌ生命は、オランダにルーツを持ち 170 年におよぶ伝統を誇る NN グループの一員です。NN グループは、欧州および日本
を主な拠点とし、18 ヵ国以上にわたり、保険および資産運用事業を展開しています。その名は、源流である「ナショナーレ・ネー
デルランデン」に由来しています。エヌエヌ生命は、1986年に日本で初めてのヨーロッパ生まれの生命保険会社として営業を開始
して以来、30年以上にわたり、中小企業とその経営者が財務や財産の面で安定した将来を確保できるよう支援しております。

団塊の世代の中小企業経営者が70歳代を迎える2020年頃が目前に迫ってきています*。これから引退期にさしかかる経営者
は、どのように事業承継に対処しているのでしょうか。生命保険を通して日本の中小企業を支援するエヌエヌ生命保険株式会社
(代表取締役 社⻑:フランク・エイシンク、本社:東京都千代田区、以下「エヌエヌ生命」)は、このほど、全国の中小企業の経営者
2000名(会⻑職、社⻑職)を対象に「中小企業経営者の’突然‘の事業承継準備に関する実態調査」を実施しました。 調査では、
主に突然に訪れる事業承継による経営への影響を明らかにするため、創業時からの経営者（創業者）、計画的に事業を承継し
た経営者（計画承継者）、突然に事業を承継した経営者（突然承継者）に分けて事業承継に対する考え方や実際の準備
状況を聞きました。(*中小企業庁「事業承継に関する現状と課題について」2016年より） 

調査結果ハイライト 

<資金の必要性について> 
●中小企業経営者のうち事業承継のため「準備している」は 3割を下回りました
●突然の事業承継には、より「事業運転資金」が必要となる傾向がありました

<実際の準備状況について> 
●事業承継への備えは重要であると意識しながら準備には着手できていない傾向がありました
●加齢とともにリスクが高くなるものの、高齢経営者ほど法人保険の加入率が低下していました
●突然承継者は「借入金」「相続税の支払い」「運転資金」に法人保険を活用していました

調査概要 
調査名称 「中小企業の経営者が実施している事業承継の備えに関する実態調査」 
調査期間 2017年 10月 6日から 10月 13日 
調査方法 インターネット調査
調査対象   全国の中小企業経営者 2000名（男女 40代から 70代）

※従業数 5人以上 300人未満の企業経営者（会⻑職、社⻑職対象）

Tokyo, Japan - 24 January  2018  

Press release 

中小企業サポーター エヌエヌ生命 
「中小企業経営者の’突然‘の事業承継準備に関する実態調査」 
突然の事業承継には、より「事業運転資金」が必要 
実際に準備している経営者は約３割にとどまる

年代 40代 50代 60代 70代 
人数 523名 856名 537名 84名 



エヌエヌ⽣命
「中⼩企業経営者のʼ突然ʻの事業承継準備に関する実態調査」サマリー

１.  根強い現役志向の⼀⽅、中⼩企業経営者のうち事業承継を「準備している」は3割弱
中⼩企業の経営者のうち、事業承継を「準備している」のは26.6%、「考えていない」は28.2%、事業承継を「考
えているが、準備はしていない」は45.3%となりました。おのずと事業承継の準備をしないまま突然、事業を承継す
ることなり、経営者が資⾦確保に苦労している状況が伺われます。全体の中で、突然事業を承継した経営者は8
⼈に1⼈の割合でした。また、経営者を続けたいとする年齢は60歳〜69歳とする回答が55.9％と最も多かったもの
の、31.1%の経営者が70歳以上まで経営を続けたいとしていました。

2.突然の事業承継には、より「事業運転資⾦」が必要となる傾向がありました
資⾦を必要としたとする突然承継者は54.3%と半数以上だったのに対し、計画承継者は44.0%と半数を下回
り、突然承継者が、より資⾦を必要としている実態が明らかになりました。突然承継者が必要としていた資⾦の必要
度は「事業運転資⾦」「借⼊⾦の返済資⾦」「従業員への⽀払い資⾦」の順となっています。

３.経営者は事業承継への備えが重要と考えながら、準備に着⼿できない傾向
中⼩企業経営者に今後の事業承継にあたって資⾦⾯の準備で何が重要かを聞いたところ、最も多かったのは「事
業運転資⾦の準備」38.7%でした。⼀⽅、今後の事業承継にあたって資⾦⾯で⾏動を起こしていることとして、最
も⾼かったものでも「事業運転資⾦の準備」21.8%にとどまり、備えは重要としながらも、実際に準備している割合
は低いことがわかりました。

４.経営者の年齢が上がるほど、法⼈向け保険の加⼊率は低下
法⼈保険に加⼊している中⼩企業経営者の加⼊率を年齢別に⾒てみました。
40代の経営者の加⼊率は68.1%と7割近いのに対し、 50代は62.6%、 60代は58.3%、 70代以上は
48.8%と5割を下回りました。加齢とともにリスクが⾼くなるものの、法⼈保険でそのリスクがカバーできていない状況
が明らかになりました。

５.突然承継者は「借⼊⾦の返済」「相続税の⽀払い」「運転資⾦」に法⼈保険を活⽤
保険⾦の⽤途として、突然承継者と計画承継者との違いが際⽴ったのは「借⼊⾦の返済」「相続税を⽀払うための
資⾦」で、ともに突然承継者33.3%に対して、計画承継者14.1%の19.2ポイント差となりました。次いで差が⼤
きかったのは「当⾯の事業運転資⾦」で、突然承継者43.3%に対して、計画承継者28.2%と15.1ポイント差
で、突然承継者の⽅が保険⾦を「当⾯の事業運転資⾦」に活⽤していました。⼀⽅、計画承継者の62.0%は保
険⾦を「役員への退職⾦の⽀払い資⾦」に活⽤。突然承継者の50.0%より12.0ポイント⾼くなる結果となりまし
た。
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1.2%

12.9%

49.4%

36.4%

1.0%

10.3%

64.0%

24.7%

1.6%

12.5%

56.3%

29.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

49歳以下まで

50〜59歳まで

60〜69歳まで

70歳以上計

創業者

計画承継者

突然承継者

■根強い「現役志向」。事業承継を準備していないため、突然の承継となり苦労することに
中⼩企業の経営者に事業承継に対する意識、事業承継の準備状況について聞きました。
事業承継を「準備している」とした経営者の割合は26.6%、「考えていない」は28.2%、事業承継を「考えているが、準備し
ていない」は45.3%となりました。つまり、全体の7割以上の企業において、後継者が事業を承継することになった際、事業承
継の準備が⼗分でないことから苦労することになります。実際に突然、事業を承継することになった経営者は8⼈に1⼈の割
合で存在しており、事業承継への備えを⾃分事として考える必要がありそうです。また、経営者を続けたいとする年齢は60歳
〜69歳との回答が最も多かったものの、3割の経営者が70歳以上まで経営を続けたいとしていました。

1. 中⼩企業経営者のうち事業承継を「準備している」は3割を下回る
・突然の事業承継の経験者は、中⼩企業の経営者のうち8⼈に1⼈
・中⼩企業経営者の3割が70歳以上まで経営を続ける意思がある

※Ｎ=2000
※単数回答

※Ｎ=2000
※単数回答
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※Ｎ=2000
※単数回答

Q1.事業承継を準備しているか聞きました

Q2.創業者なのか事業承継者なのか聞きました

Q3.何歳まで経営者を続けたいか聞きました

「準備している」

「考えているが、準備はしていない」

「考えていない」

「創業者」

「計画承継者」

「突然承継者」

531⼈

906⼈

563⼈

974⼈

770⼈

256⼈

(28.2%)
(26.6%)

(45.3%)

(12.8%)

(38.5%)

(48.7%)



■事業承継者の7割近くが「当⾯の事業運転資⾦」を必要としていた
事業承継者をした経営者を対象に、承継時にどんな資⾦が必要だったのかを聞きました。
事業承継者が最も必要としていた資⾦は「当⾯の事業運転資⾦」で、69.7%が必要としていました。次いで必要としていた
のが「借⼊⾦の返済資⾦」で52.5%、「株式を買い取るための資⾦」37.7%と続きました。

Q5. 事業承継した際に必要とした資⾦の種類を聞きました

※Ｎ=478
※複数回答

2. 突然の事業承継には、より「当⾯の事業運転資⾦」が必要となる
・突然の承継に備えて準備しておくことが重要であることが明らかに
・突然承継者の8割近くが必要としていたのが「当⾯の事業運転資⾦」

■突然承継者は、計画承継者よりも事業承継時に資⾦を必要とする割合が⾼い
中⼩企業の経営者のうち事業承継者に対して、事業承継時に資⾦を必要としたかどうかを聞きました。
突然承継者と計画承継者に分けたとき、突然承継者は54.3%は資⾦を必要としていたのに対し、計画承継者は44.0%と
なり、突然承継者が、より資⾦を必要としている実態が明らかになりました。事業を突然、承継することになるのに備えて準備
をしておくことが重要であるということを意味しています。

Q4. 事業承継時に資⾦を必要としたかどうかを聞きました

※Ｎ=1026
※単数回答
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「特に資⾦は
必要ではなかった」

「必要だった計」

「特に資⾦は
必要ではなかった」

「必要だった計」

計画承継者 突然承継者

52.5%

69.7%

37.7%

27.8%

37.0%

23.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

借⼊⾦の返済資⾦

当⾯の事業運転資⾦

前社⻑所有株式やその他の株主から
株式を買い取るための資⾦

相続した⼟地や⾃社株などの
相続税を⽀払うための資⾦

従業員への⽀払いのための資⾦

その他

56.0%

44.0%

45.7%

54.3%



■突然承継者に限定すると約8割が「当⾯の事業運転資⾦」を必要としていた
計画承継者と突然承継者に分けて、事業承継時に必要だった資⾦に違いがあるのかを⾒てみました。
計画承継者、突然承継者ともに「事業運転資⾦」「借⼊⾦の返済資⾦」を必要とする割合が⾼い傾向は同じでしたが、 突
然承継者の⽅が計画承継者よりも「事業運転資⾦」「借⼊⾦の返済資⾦」をより必要とする割合が⾼くなりました。

計画承継者
※Ｎ=339
※複数回答
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Q6. 承継時に必要とした資⾦の種類を聞きました

突然承継者
※Ｎ=139
※複数回答

46.9% 

66.1% 

39.5% 

26.0% 

33.6% 

24.2% 

66.2% 

78.4% 

33.1% 

32.4% 

45.3% 

23.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

借入金の返済資金

当面の事業運転資金

前社長所有株式やその他の株主から
株式を買い取るための資金

相続した土地や自社株などの
相続税を支払うための資金

従業員への支払いのための資金

その他

計画承継者 突然承継者



３. 経営者は事業承継への備えが重要と考えながら準備に着⼿できない傾向
・全体の4割近くが「運転資⾦の準備」が重要としながら、実際に運転資⾦を準備しているのは約2割

■突然承継者の4割以上が事業承継の際に「事業運転資⾦」が重要と考えている
中⼩企業経営者に対して、今後の事業承継にあたって資⾦⾯の準備で何が重要かを聞きました。
中⼩企業経営者が最も重視しているのは「当⾯の事業運転資⾦の準備」38.7%で、以下、「借⼊⾦の返済資⾦の準備」
32.1%、「法⼈保険の加⼊」20.2%となりました。⼀⽅、今後の事業承継にあたって資⾦⾯で⾏動を起こしていることとし
て、最も⾼かったものでも「事業運転資⾦の準備」21.8%で、以下、「借⼊⾦の返済資⾦の準備」17.4%、「法⼈保険へ
の加⼊」15.1%にとどまりました。すべての選択肢において、資⾦準備が重要であるとする割合よりも実際に準備している割
合が下回っており、経営者は資⾦⾯において準備していない実態が明らかになりました。

Q7. 事業承継の際に重要だと思うことと、実際に⾏動を起こしていることを聞きました

※Ｎ=2000
※複数回答
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重要だと思うこと 実際に⾏動を起こしていること

32.1%

38.7%

12.2%

15.6%

27.4%

20.2%

0.5%

32.2%

42.9%

10.2%

15.1%

35.1%

24.2%

0.4%

30.9%

31.2%

13.1%

14.3%

18.6%

13.8%

0.5%

35.2%

44.9%

17.2%

21.1%

24.6%

24.2%

0.8%

17.4%

21.8%

5.7%

8.0%

14.5%

15.1%

0.7%

17.9%

26.2%

4.1%

8.5%

19.4%

15.9%

0.6%

16.4%

16.1%

6.5%

6.8%

9.1%

11.7%

0.6%

18.8%

22.3%

9.4%

9.8%

11.7%

21.9%

0.8%

借⼊⾦の
返済資⾦の
準備

当⾯の
事業運転
資⾦の準備

前社⻑所有
株式やその他の
株主から株式を
買い取るための
資⾦の準備

相続した⼟地や
⾃社株などの
相続税を
⽀払うための
資⾦の準備

従業員への
⽀払いのための
資⾦の準備

突然の承継に
備えて、法⼈向け
保険に⼊ること

■ 全体 ■ 創業者 ■ 計画承継者 ■ 突然承継者

その他



■⾼齢の経営者ほど保険による万が⼀への備えが不⼗分
法⼈保険に加⼊している中⼩企業経営者の加⼊率を年齢別に⾒てみました。
40代の経営者の加⼊率は68.1%と7割近いのに対し、 50代は62.6%、 60代は58.3%、 70代以上は48.8%と5割
を下回りました。加齢とともにリスクが⾼くなるものの、法⼈保険でそのリスクがカバーできていない状況が明らかになりました。

※Ｎ=2000
※単数回答

Q9. 年代別に法⼈保険の加⼊状況を⾒てみました

■事業承継に備えて、創業者より事業承継者は、より法⼈保険に加⼊している実態が明らかに
中⼩企業経営者に、今後の対策としての法⼈保険の加⼊状況を聞きました。
法⼈保険の加⼊率は、全体では62.3%になりました。創業者の56.5%に対して、承継者は67.8%と増加しています。突
然承継者と計画承継者とで⽐較すると、突然承継者の加⼊率は72.3%、計画承継者の加⼊率は66.4%となり、突然
承継者の⽅が法⼈保険加⼊率が⾼いという結果が得られました。

Q8. 法⼈保険への加⼊状況を聞きました

※Ｎ=2000
※単数回答
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４. 経営者の年齢が上がるほど、法⼈向け保険の加⼊率は低下
・法⼈保険の加⼊率は全体の6割に達し、突然承継の経験者の⽅が加⼊率が⾼い
・⾼齢者ほどリスクが⾼くなるのに法⼈保険による備えが⼗分でない実態が明らかに

68.1%

62.6%

58.3%

48.8%

27.5%

32.4%

38.9%

46.4%

4.4%

5.0%

2.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40代

50代

60代

70代以上

加⼊している 加⼊していない わからない

62.3%

56.5%

67.8%

66.4%

72.3%

33.5%

41.1%

26.2%

27.1%

23.4%

4.3%

2.5%

5.9%

6.5%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

創業者

承継者

計画承継者

突然承継者

加⼊している 加⼊していない わからない

承継者全体



５. 突然承継者は保険を「借⼊⾦の返済資⾦」「相続税の⽀払い」 「運転資⾦」に活⽤
・計画承継者と突然承継者とで、法⼈保険の保険⾦の使途に差がみられる

・「借⼊⾦の返済資⾦」「相続税の⽀払い」に活⽤した突然承継者の率は計画承継者を19.2ポイント上回る

■突然承継者は承継時、4⼤資⾦「かうじそ」*のうち「借⼊⾦の返済資⾦（か）」「運転資⾦（う）」
「相続税を⽀払うための資⾦（そ）」を必要としていた
法⼈保険に⼊っていた事業承継者に対し、実際の事業承継時に保険をどのように使ったのか使途を聞きました。
保険⾦の⽤途として、突然承継者と計画承継者との違いが際⽴ったのは「借⼊⾦の返済資⾦」「相続税を⽀払うための
資⾦」で、ともに突然承継者33.3%に対して、計画承継者14.1%の19.2ポイント差となり、突然承継者の⽅が、これら
の資⾦に保険⾦を活⽤する傾向にありました。次いで差が⼤きかったのは「当⾯の事業運転資⾦」で、突然承継者
43.3%に対して、計画承継者28.2%と15.1ポイント差で、突然承継者の⽅が保険⾦を「当⾯の事業運転資⾦」に活
⽤していました。⼀⽅、計画承継者の62.0%は保険⾦を「役員への退職⾦の⽀払い資⾦」に活⽤。突然承継者の
50.0%より12.0ポイント⾼くなる結果となりました。

Q10.資⾦対策として加⼊していた保険の使途について聞きました

※Ｎ=101
※複数回答
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*: エヌエヌ⽣命では、事業承継時に必要となる資⾦「借⼊⾦返済資⾦（か）」「運転資⾦（う）」「⾃社株対策資⾦
（じ）」「相続対策資⾦（そ）」のことを、各資⾦の最初のひらがなの⽂字を使って「かうじそ」と名付け、中⼩企業経営者
がどのような資⾦対策をとるのがよいか考える際に役⽴てていただいています。
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借⼊⾦の返済資⾦

当⾯の事業運転資⾦

前社⻑所有株式やその他の株主から
株式を買い取るための資⾦

相続した⼟地や⾃社株などの
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役員への退職⾦の⽀払いのための
資⾦

投資

承継者 計画承継者 突然承継者承継者全体


